
令和 6 年９月定例記者会見  

質疑応答の概要 

 

③4 者連携によるシニア活躍におけるパートナー協定の締結・とみやど新テナント決定のお 

知らせ 

Ｑ. 

道の駅のような場所に新たにシルバー人材センターや富谷市が新テナントを出店するとの

認識で正しいでしょうか。 

 

Ａ.市長 

とみやどについてですが、本市は観光資源が少ない地域でございましたが、宿場町だったし

んまち地区を活性化させたいと考え、醤油屋だった場所を活用して富谷宿観光交流ステー

ション「とみやど」をオープンしました。オープン後、年１０万人目標だったところ、毎年

２０万人規模でご来場いただいているところです。とみやどにはさまざまな店舗がありま

すが、その中で空き店舗となっていた古民家に、このプロジェクトに中心となって取り組ん

でいただいている株式会社ジーバーと、富谷市シルバー人材センター、そして実際の運営母

体とみやどを運営管理している地域商社株式会社１０３８で新しいテナントとしてオープ

ンするものです。 

 

Ｑ.  

郷土料理屋さんを出店するとのことで、どのようなメニューを提供しますか。 

 

Ａ.産業観光課長 

メニューについては現在検討中ですが１０月６日のオープン時には、お爺ちゃんお婆ちゃ

んが握るおにぎりや味噌汁、漬物などを予定しております。 

 

Ｑ.  

このテナントで働く方は市内在住の高齢者ですか。 

 

Ａ.産業観光課長 

シルバー人材センターと連携を組んでおりますので、市内在住の高齢者を想定しています。 

 

Ｑ.  

シルバー人材センターに登録している高齢者が働くという形になるのでしょうか。 

 

Ａ.産業観光課長 

建てつけはこれから考えていきますが、シルバー人材センターの会員の皆さんを中心とし



て組み立てていきたいと思っています。 

 

Ｑ.  

１０月６日にオープンするとのことですが、どういった方々に来てほしい、どのように味わ

ってほしいなど伝えたいことがあれば教えてください。 

 

Ａ.市長 

地元のお爺ちゃんお婆ちゃんが郷土料理を知り、生産者の皆さんとつながっており、地元の

郷土料理の味を受け継いでこられている方々です。お爺ちゃんお婆ちゃんの手料理を通し

て、富谷市の食文化を発信していきたいと考えております。 

 

⑦令和 6 年度富谷市総合防災訓練の実施 

Ｑ. 

この訓練は何の災害を想定しているのか教えてください。ＭＣＡ無線機とはどういう訓練

なのか教えてください。今年の訓練の特徴を教えてください。 

 

Ａ.危機管理監 

地震を想定した訓練です。ＭＣＡ無線機は市の各施設や各町内会館に設置している防災行

政無線で、市や町内会で災害時に通信のやりとりを行い、確実に通信できるか訓練を行うも

のです。今年の訓練は、会場を日吉台中学校としていることから、中学校全生徒も含めて地

域、学校、市の３者が共同で防災訓練を行うことが 1 番の特徴です。 

Ａ.市長 

町内会の役員の方は、毎年役員が変わるなどで使い方が不慣れな場合がありますので、無線

機の使い方を確認する意味も込めた訓練となっております。 

 

⑧子どもインフルエンザ任意予防接種費用助成事業の拡充 

Ｑ. 

対象年齢を高校３年生まで、金額も 2,000 円と事業規模を拡充したということですが、拡充

するに至った経緯・目的を教えてください。 

 

Ａ.とみや子育て支援センター所長 

より幅広い年代で、より多くの子どもたちを感染症から守りたいということが１番の目的

です。また黒川管内において、黒川医師会に委託していることから４市町村で同じスキーム

(年代と金額を合わせて)で事業を行いたいというところもあります。 

 

Ｑ. 

コロナ渦の期間中はインフルエンザ感染者が減っていたという報道もありましたが、規制

がなくなった現在、インフルエンザの感染者数が増えているなどのデータなどはあります

か。 



 

Ａ.とみや子育て支援センター所長 

昨年度は、インフルエンザの流行時期が早く９月から感染者数が増えておりました。今年度 

はそういった情報は入っておりません。１０月から予定通り医療機関でワクチン接種を行

うこととしております。 

 

⑨認知症高齢者の捜索模擬訓練の実施 

Ｑ. 

高齢化もあり認知症で行方不明になる方が全国的に増えていく中で大事な取り組みだと思

いますが、具体的にどのようなことを実施しますか。 

 

Ａ.保健福祉総合支援センター所長 

認知症の正しい知識を参加者の皆さんに確認していただく内容にしています。認知症の方

への対応や実際に行方不明になったときの対応について講話の中で実施する予定です。ま

た、現在調整中ですが、警察の方に身元が分からない認知症の方を見かけたときの通報の仕

方などを講話いただく予定です。昨年度の６月から本市事業として見守りシールを配布し

ていますが、まだ浸透度が低い状況にあるため、市民の皆さんにシールの使い方や、シール

を付けている人を見かけた場合の対応の仕方についても学ぶ機会を設けたいと考えており

ます。 

 

Ｑ. 

見守りシールを配布されているとのことですが、そういったシールは全国的に配布されて

いるのでしょうか。 

 

Ａ. 保健福祉総合支援センター所長 

シールを作成するシステムがございます。シールの左側に自治体独自のデザイン、本市です

と富谷市民であることが分かるようにブルベリッ娘のデザイン入れております。右側の QR

コードに関しては、シールを付けた方の情報をやりとりするための掲示板につながるよう

になっております。 

 


